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第 9 号様式（第 19 条関係） 

 平成 28 年 3 月 31 日 

新 宿 区 長 様 

法 人 名   特定非営利活動法人 粋なまちづくり倶楽部 

所 在 地   〒162-0813 東京都新宿区東五軒町２－２－１０６ 

（フリガナ）          ﾔﾏｼﾀ   ｶｵﾙ 

代表者氏名   理事長  山 下   馨   

 

事 業 実 績 報 告 書 

 

新宿区協働推進基金条例施行規則第 19 条の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 助成対象事業 

事 業 名 
「神楽坂検定（初級）」と「神楽坂を詳しく知るセミナー」の実施に 

より住民等に街の歴史や文化等、地域への理解と郷土愛を深める事業 

実施日時又は期間 平成 27 年 6 月～平成 28 年 3 月末日 

対象者の範囲及び人数 

・神楽坂に興味・関心を持っている一般の方々。 

・神楽坂地区に在住・勤務する方々。 

・まちの将来の担い手である子供や学生 

・神楽坂の事業者 

・東京都・新宿区等に登録している観光ガイドの方々。 等 多岐多数 

  

・セミナー 66 名（11 月 29 名、12 月 37 名）参加 

・検定初級 45 名 受験 

事 業 内 容 

・「神楽坂検定（初級）」の内容構築 

・「神楽坂を良く知るセミナー」の開催 

（11 月 14 日、12 月 5 日 の  2 回、同じ内容） 

・「神楽坂検定（初級）」の試験実施（1 月 31 日） 

・「神楽坂検定（初級）」の合格発表～合格証送付（2 月下旬） 

具体的な活動状況 

<1> 内容構築 

平成 27 年 6 月～試験運営委員会を組織し、事前調査ならびに制度構築

の会議を開催。「神楽坂検定（初級）」の内容を決定した。 

・委員 6 名  

・会議を 5 回開催     於 高齢者福祉施設「神楽坂」ほか  

（7 月 9 日、8 月 2 日・30 日、9 月 28 日、10 月 25 日） 

<2> 教科書の制作 

セミナーの講義および受験者にむけて、「神楽坂を良く知る教科書」

（100 部）を制作した。 

テキストの内容は、(1)神楽坂の歴史 (2)神楽坂の地理 (3)神楽坂の文

化・芸能 (4)神楽坂と建築 (5)神楽坂の歳時記 等をわかりやすく記載

したもの。 
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<3> 告知物の制作および参加者・受験者の募集 

「神楽坂を良く知るセミナー」（2 回）、「神楽坂検定（初級）」それぞれ

の告知ポスター・チラシを制作し、参加者・受験者の募集を実施した。 

新宿区の施設 21 ヶ所、「広報しんじゅく」、毘沙門天前掲示板等への掲

示をはじめ、粋なまちづくり倶楽部のホームページ・メールニュース

等で告知のほか、「市ヶ谷経済新聞」等のメディアでも取り上げられた。 

 

<4> 「神楽坂をよく知るセミナー」の開催 

〔事業内容〕 

神楽坂の文化・歴史等に関する知識を習得するセミナー。 

受講するだけで神楽坂についての知識が豊富になることに加え、「神楽

坂検定」の実施前に受講することで、検定合格への意識を高めた。 

〔開催日時〕 

・平成 27 年 11 月 14 日（日）16:00-19:00  

牛込箪笥地域センター「バラ」  29 名参加 

・平成 27 年 12 月  5 日（土）14:00-17:00  

高齢者福祉施設「神楽坂」      37 名参加 

〔内容〕 

・神楽坂のまち案内 

・神楽坂の歴史・地理・文化芸能・建築等に関する講義 

〔従事者〕 

粋なまちづくり倶楽部 理事・会員・登録ボランティア   

1 回につき 9 名、計 18 名 

〔参加費用〕 

ひとり 1,000 円（テキスト付） 

 

<5> 「神楽坂検定（初級）」の実施 

〔事業内容〕  

神楽坂の文化・歴史等に関する基礎的知識を問う検定の実施。 

検定合格者に対しての合格証の付与。 

〔実施日時〕  

平成 28 年 1 月 31 日（日） 13:00-14:00 

                牛込箪笥地域センター「コンドル」 45 名受験 

〔従事者〕  

粋なまちづくり倶楽部 理事・会員・登録ボランティア  10 名 

〔受験料〕 

ひとり  1,000 円 

〔試験問題内容および合格要件〕 

・神楽坂の歴史・地理・店舗・文化芸能・建築の各分野からそれぞれ 

10 問ずつ、計 50 問を ○×式で出題。 

・問題数 50 問の 2/3 以上である 34 問以上正解した方を合格とした。 

 

 



- 4 - 

 

〔合格者〕 

合格者 41 名。 

合格発表は、2 月 5 日（金） 粋なまちづくり倶楽部 ホームページ 

ならびに 毘沙門天前掲示板に、合格者の受験番号を掲示。 

合格者には、2 月下旬に合格証を送付 

事業の成果 

・まちづくりを推進するには、何よりも、まちを担うひとを育てるこ

と（ひとづくり）が基本となる。 

そのためには、担い手となる人達のまちへの帰属意識の醸成が重要

であり、その第一歩として、地域への関心・地域への理解・地域に

関する情報や知識の共有をすすめることが重要である。このため、

神楽坂のまちづくりのひとつの手法として「神楽坂をよく知るセミ

ナー」「神楽坂検定（初級）」を実施した。 

実施への反応は良好で、セミナー参加者・検定受験者ともに、神楽

坂のまちづくりへの関心を深めて頂けたと思われる。 

・セミナー参加者のアンケートの結果も、以下の通り概ね好評であっ

た。 

「セミナーに参加して 大変良かった・良かった」が 98% 

「講座が 大変おもしろかった・おもしろかった」が 81% 

「まち歩きが 大変おもしろかった・おもしろかった」が 80% 

「同様の講座があれば 是非参加したい・参加したい」が 85% 

「神楽坂検定（初級）」を 是非受験したい・受験したい」が 66% 

・検定受験者から、数名の方が当法人の登録ボランティアへの登録を 

  希望されたことからも、まちづくりへの興味を喚起できたと考えら

れる。 

・さらに、より深い情報を得たいという声も大きく、本事業は、当初

の目的を達し、成功したと考える。 
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２ 助成対象事業費内訳（実績） 

※ 内訳は、できるだけ「単価×数量」で示してください。 

※ １万円以上のものについては、領収書（写し可）を添付してください。 

収 
 

入 

経 費 積算根拠（内訳） 金  額 

団体負担金 
 

98,112 円 

参加費・資料代等 

セミナー 参加費 @1,000×29 名=29,000 円、@1,000

×37 名=37,000 円 

検定 受験料 @1,000×45 名=45,000 円 

111,000 円 

その他の収入 
 

円 

協働推進基金助成金 助成金交付額              400,000 円 

計                   609,112 円 

支
出
（
助
成
の
対
象
に
な
る
事
業
費
の
内
訳
） 

費 目 決算額 内  訳 

会議費 18,368 円 

セミナー会場費 牛込箪笥地域センター「バラ」 3,600 円 

検定会場費 牛込箪笥地域センター「コンドル」他 7,600 円 

検定構築会議資料コピー代（A4 ﾓﾉｸﾛ 432 枚・A4 ｶﾗｰ 

32 枚・A3 ﾓﾉｸﾛ 32 枚・A3 ｶﾗｰ 8 枚）7,168 円 

宣伝費 88,508 円 

セミナー ポスター・チラシ デザイン（2 種） 10,800 円 

検定  ポスター・チラシ デザイン（1 種）  5,400 円 

セミナー・検定 チラシ・ポスター 印刷代 

（ﾁﾗｼ A4 ｶﾗｰ 1000 枚・ﾎﾟｽﾀｰ A3 ｶﾗｰ 300 枚） 70,200 円 

セミナー・検定 チラシ・ポスター 発送費（3 回）2,108 円 

リース費 円 
 

消耗品費 22,488 円 

プリンタインク 12,659 円 

印刷用紙類・封筒等事務用品 4,878 円 

受験票・合格証用紙  4､951 円 

謝礼 30,000 円 
セミナー ボランティア謝礼 @3,000×4人×2回=24,000円 

検定 ボランティア謝礼 @2,000×3 人×1 回=6,000 円 

人件費 101,000 円 

内容構築会議 @1,000×6 人×5 回=30,000 円 

セミナー人件費 （講師分）@2,000×4 時間×3 人×2 回  

=48,000 円 

うち、時間単価上限額 1,000 円である 24,000 円（1,000 円

×4 時間×3 人×2 回）を計上 

セミナー人件費（スタッフ分）@3,000×2 人×2 回=12,000

円 

検定人件費 @2,000×7 人×1 回=14,000 円 

教科書資料作成 @3,000×3 人×1 回 + @4,000×3 人×1 回

= 21,000 円  
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材料費 252,859 円 

参考書籍 18,557 円、教科書 資料印刷費 43,800 円、教科

書・試験問題 版下代 43,200 円、教科書用紙 7,700 円、教

科書・試験問題 印刷代（教科書 A4 ｶﾗｰ 38P 100 部・ 

試験問題 A4 ﾓﾉｸﾛ 4P 70 部・マップ A3 ｶﾗｰ 200 部）   

119,664 円、教科書・試験問題カバー @81 円×170 冊

=13,770 円、合格証用ラミネーター等 6,168 円 

交通費 1,520 円 
版下作成打合せ交通費  760 円 

合格証確認打合せ交通費 760 円 

その他諸経費 6,700 円 
受験票・合格証発送用切手代  6,700 円 

助成対象事業費（小計） 521,443 円 
         

余  剰  金  52,372 円 
助成金交付額 400,000 円－（助成対象事業費（小計）521,443

円×2/3）=52,372 円 

助成 対 象 外事 業 費 35,297 円 

打合せお茶代 1,433 円、セミナーお茶代 881 円 

検定スタッフ弁当代 8,983 円 

人件費 24,000 円（助成対象外分） 

事 業 総 額                 609,112 円 

 

 

 

 

 

 

 

３ 助成事業の成果と課題 

評価のポイント 自己評価 

事業を計画した当初に決めた目標につい

て、どこまで達成できたか。 

・目標人数は半数程度にとどまったものの、計画

内容については、試験制度の構築・セミナーの

開催・検定試験の実施等、すべて達成できた。 

地域にどのような効果があったか、又は今

後見込まれる効果は何か。 

・神楽坂のまちづくりボランティアへの参加表明

や、まちのありようなど、多様な視点から興味・

関心を高めた。また、初級をこえた、神楽坂へ

のより深い情報提供を期待しているとの意見も

多く聞くことができた。マスコミからも取材等

があった。 

費用対効果は適正であったか。 

・参加者一人当たりのコストは、5,000 円程度であ

ったが、構築した検定ノウハウは、今後も活用

できるものにまで充実したものとなったことか

ら、費用対効果は適正であったと考える。 
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新たに気づいた課題・問題点は何か。また、

どのような対策が考えられるか。 

・会場確保などのために、日程の確定が遅れ、セ

ミナー・検定試験ともに、告知が不十分となっ

た。また、検定時間の設定もやや長めであった

など、改善点がいくつか判明した。 

理解者や支援者が広がったか。 

・当 NPO の登録ボランティアを含めて、「協力 

  したい」等の声があり着実に理解者・支援者は 

  広がっている。 

事務局の執行体制は十分だったか。 
・事前準備が功を奏し、企画から実施まで、メン

バーに恵まれ、とくに体制上の問題はなかった。 

今回の事業を次年度以降も継続していく場

合、助成金だけに依存せず、今後も安定的

に事業を継続するための財源確保等に向け

た取り組みはなされていたか。 

・今回は、助成を受けていた為と初回の試みとい

うこともあり、セミナー参加費・検定受験料と

もに ひとり 1,000 円という金額で実施したが、

助成金がない場合には、運営費としては不足す

る。中級の場合の適正金額も併せて、安定した

活動にしていくか検討を始めている。 

・また、セミナー・検定用の教科書の有料販売な

ども財源の一部に充当していく予定。 

その他  

 

 

 

 ４ 活動の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・添付物（別紙） 

 

(1) セミナー告知物・検定告知物 

(2) セミナー風景の写真 

(3) 教科書 

(4) 合格証 

(5) セミナー参加者アンケートの結果 

                                                                          

＊事業の成果物（冊子など）又は、事業の開催時の写真など提出できるものが

ある場合は添付してください。  

＊参加者の意見なども報告してください。    
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